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財政問題

山
田
町
は
倒
産
す
る
の
か

最
善
の
努
力
で
回
避
す
る

スポーツ振興

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
人
口
は

団
体
な
ど
の
参
加
者
は
９
％

質
問

国
県
市
町
村
と
も
財

政
状
態
が
苦
し
く
そ
の
再
建
策

を
模
索
し
て
い
る
。

元
日
の
新
聞
紙
上
で
、
本
町

も
平
成
二
十
二
年
に
財
政
再
建

団
体
に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
と

知
ら
さ
れ
た
。
民
間
企
業
で
あ

れ
ば
倒
産
と
言
う
こ
と
で
あ
り
、

驚
き
不
安
に
感
じ
て
い
る
町
民

も
少
な
く
な
い
と
思
う
。

国
の
財
政
事
情
を
考
え
れ
ば
、

地
方
交
付
税
の
削
減
が
改
善
さ

れ
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。

万
が
一
財
政
再
建
団
体
に

陥
っ
た
場
合
、
町
民
に
は
ど
の

よ
う
な
影
響
が
考
え
ら
れ
る
か
。

沼
崎
町
長

国
の
管
理
下
に

入
っ
て
財
政
赤
字
を
解
消
す
る

こ
と
に
な
る
。

再
建
団
体
に
な
っ
た
例
で
見

る
と
、
公
営
住
宅
使
用
料
、
保

育
料
、
体
育
施
設
使
用
料
、
上

下
水
道
料
の
引
き
上
げ
で
歳
入

増
を
図
り
、
各
種
団
体
へ
の
補

助
金
削
減
や
町
債
発
行
の
制
限

に
よ
る
補
助
事
業
の
抑
制
と
単

独
事
業
の
原
則
禁
止
な
ど
で
歳

出
を
抑
制
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
事
態
に
陥
ら
ぬ

よ
う
、
最
善
の
努
力
を
す
る
。

質
問

競
技
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

れ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

年
代
、
志
向
に
あ
っ
た
運
動
と

そ
れ
に
伴
う
人
と
の
交
流
は
生

活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
、
町

民
の
活
動
力
の
一
つ
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
で
あ
る
と
考
え
る
。

特
に
青
少
年
の
育
成
に
と
っ

て
有
効
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が

認
め
る
こ
と
と
思
う
。

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
数

と
参
加
人
口
。
割
合
は
ど
の
程

度
か
。

松
尾
教
育
長

町
内
の
各
種

ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
五
十
五
団
体

で
あ
り
、
参
加
人
数
は
九
百
四

十
三
人
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
二
十
四
団
体
で
あ
り
、

小
学
児
童
千
二
百
六
十
二
人
の

内
、
五
百
五
十
二
人
が
参
加
・

活
動
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
学

生
の
運
動
部
員
は
二
校
合
わ
せ

た
生
徒
数
六
百
五
十
三
人
の

内
、
四
百
八
十
三
人
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
の
参
加

割
合
は
、
町
民
全
体
で
は
千
九

百
七
十
八
人
で
約
九
％
、
小
学

生
で
は
約
四
四
％
、
中
学
生
で

は
約
七
四
％
で
あ
る
。

空き店舗が目立つ山田の商店街
町の活性化策が望まれます

平成15年度スポーツ少年団結団式の様子


